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授業科目の概要

　現代中国法制度を中心に紹介する一方、中国法の原点にも遡り、背景にある中国社会の一般常識や法文化等に
ついても分析する。法制度の全体像を把握する上、市場経済の導入と共に整備された中国の現行法制度・法秩序
を比較法的かつ実証的に考察する。対アジア法務という観点から、香港、台湾、シンガポール等、アジア諸国と
地域の法制度やグローバルビジネス法務等についても講義する。更に、企業活動の国際化に伴う国際商事紛争の
管理についても、実例を見ながら、有効な予防策と救済手段を考える。

到達目標

グローバルな視野を養成するとともに、国際法務に必要とされる緻密な思考力と総合的な実戦力を身につける。

成績評価基準および方法

成績は、期末レポートおよび平常点（発言点と授業への取組姿勢）により総合的に評価する。
評点の配分割合は、期末レポート 50％、平常点 50％。
評価のポイント：① 問題やテーマの選択→問題の発見力　　　　② グローバルな見識→情報の把握力
　　　　　　　　③ 独創的・比較法的な考え方→物事の思考力　④ 論述の仕方→説得力・表現力

テキストおよび参考文献

決まったテキストがない。毎回、講義の要点をまとめたレジュメと関連資料等を配布する。
参考文献や法律条文等について、その都度配布する。

履修上の留意点、準備学習等（事前・事後学習）

事前学習として、本講義と関連のある資料を調べ、問題意識や疑問点を持って、授業に臨むこと。
事後学習として、講義についての質問や感想等を書いてもらい、授業の効果を明らかにすること。
予習・復習については、各 1 時間ほどの勉強が必要である。

授業計画および内容等

第 1 回 科目内容紹介
　本科目の内容、講義の方針、講義の進め方および成績評価の基準等を説明する。
　中国法の原点を辿りながら、現代中国法の基本概念および理論の形成と展開を
分析し、中国法の伝統的且つ現実的な意義を概説する。

第 2 回 中国伝統法文化の
概説

　中国の先史時代から清王朝末に至るまでの数千年の間に形成され、独自に体系
付けられた法思想、法規範、法機構、法技術の四つの分野からなる成果を紹介する。

第 3 回 中国社会主流思想
と法文化

　史的に中国社会主流思想の変遷と法文化の推進を分析しながら、中国伝統法文
化の後世への影響、即ち後世に残るプラスの遺産とマイナスの遺産を考える。

第 4 回 中国社会と法
　現代中国社会とその法体系を概説する。即ち計画経済下の中国社会とその法秩
序について紹介する上、市場経済導入後の、所謂社会主義市場経済下の中国社会
の現状とその法秩序について説明する。
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第 5 回 司法裁判制度

　中国司法制度の変遷と現状を説明し、参審制度を含む中国の裁判権の行使等に
ついて分析する。

また司法制度改革等も紹介し、課題や今後の動向を検討する。
更に、法曹養成の実態と司法試験についても紹介する。

第 6 回 憲法概説
　どういった社会経済的背景の下で、いかなるイデオロギーや理念に基づき、中
国「憲法」が作られ、また改正されたのかについて説明する。更に、中国憲法の
特徴的な内容やそれに関する議論等について紹介し、今後の課題と動向も考える。

第 7 回 刑事法概説
　古代刑法と現行刑法の繋がりを分析しながら、膨大な現行中国刑事法体系の形
成と展開を詳解する。更に、最も中国の伝統法文化を内包する規定内容や頻繁に
改正された条文内容についても紹介する。

第 8 回 民事法概説
　中国民事法の複雑な体系と特徴的な基本原則を紹介するとともに、その立法主
旨、立法過程、規定内容について解釈する。更に、民法典整備における難問、課
題および今後の立法動向についても分析する。

第 9 回 商事法概説
　中国法における民法、商法、経済法の交錯と論争を紹介する上、中国法構造上
の商法の位置づけや現在の整備状況について講義する。そのうち、保険法分野の
実態や外資系保険会社の進出状況を取り上げて説明する。

第10回 企業法概説
　中国企業の類別、特質を分析しながら、その企業社会の構造を紹介する。更に、
中国会社法の基本的原則や独特な性格を説明しながら、法の適用状況や改正会社
法の主要な規定内容について、比較法的に分析する。

第11回 渉外法制度概説
　渉外法制度の枠組みおよび多元的構造を整理した上、中国法における渉外法制
度の位置づけや特徴等を分析する。また、共生経済における企業の生き方と企業
法務の国際化を考える。

第12回 渉外企業法
　中国進出外資系企業の実例を見ながら、国際企業活動や中国ビジネス法務等に
関する講義をし、渉外企業法の活用術を検討する。
　また、最新の渉外企業政策と法改正についても詳しく紹介する。

第13回 国際商事紛争の
救済

　国際企業活動は国内企業活動より多種多様なリスクが付いているため、商事紛
争やビジネストラブルも多発している。よく使われている救済手段を実例で説明
し、それぞれの使い方や有効性等を検討する。

第14回 国際商事紛争の
予防

　国際商事紛争の予防は、国際企業活動の一環として認識されつつあるが、まだ
重要視されていない。紛争救済より、その紛争予防策がいかに大事か、有効か、
また企業活動と紛争予防のつながりやリスクマネジメントについても講義する。

第15回 科目内容総括

　法化社会では、多様な専門知識や経験をもつ人材が必要とされ、また経済のグ
ローバル化により、人材の活躍する舞台が世界的に広げられた。こうした中、社
会にとっての法学教育の意義と自分にとっての法学教育の意義乃至その生かし方
を考える。
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